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令和5年　第2回臨時会（5月17日開催）

主な補正予算の紹介
低所得の子育て世帯支援として

■児童手当及び子ども手当事業 388万円

新型コロナウイルス感染症対策として

■新型コロナウイルスワクチン接種　5,363万円
新型コロナウイルスワクチンの追加接種（「春・夏（5月～8月）」
及び「秋（9月～ 12月）」）の予算を追加する。

施設維持管理費用として

■こども園施設維持管理費 203万円
こども園の空調機器の更新工事を行う。

■北部公民館施設維持管理費 94万円
北部公民館の２階の空調機器故障のため、更新工事を行う。

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付
金を一人あたり５万円を給付する。
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令和5年　第2回定例会（6月6日から15日開催）

主な補正予算の紹介
低所得者支援として

■臨時特別給付金 1,950万円
エネルギー、食料品価格等の物価高騰の影響を大きく受け
る低所得者世帯（令和５年度住民税非課税世帯）に対し、
一世帯当たり３万円を給付する。

物価高騰支援として

■水道基本料金減免 1,700万円
コロナ禍における原油価格、物価高騰に対する支援として、
水道基本料金の減免をする。

■給食費の減免 686万円
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用
し、今年度小中学校給食費を６か月分減免する。
（９月分～２月分まで）

■未就学児及び新生児を対象とする町独自給付事業 610万円
コロナ禍において物価高騰の影響を受けた子育て世帯等の
支援を行うため、未就学児及び新生児を対象に一人当たり
３万円を給付する。
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結婚支援として

■結婚支援事業 222万円

議会審議の公開の多様化として

町道改良事業の調査・測量として

■加路戸地内町道改良事業の
　調査・測量費等 2,790万円

■議会の映像配信 95万円

加路戸地内で計画する道路改良事業の調査・測量などを行
う。

開かれた議会運営のため、議会審議の映像配信を行う。

施設維持管理費として

■道路台帳更新 459万円
新たに整備した町道４路線（木曽岬干拓地内３路線、西対
海地地内１路線）を道路台帳へ反映させる。

結婚をしたいが、出会いの機会の少ない方向けのイベントの開催
や、新たに結婚して町内に居住する39歳以下の世帯を対象とし
た補助を行うもの。
主な歳出項目：結婚支援イベント委託料、結婚新生活支援事業。
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一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が

聞
き
た
い

４
名
の
議
員
が
質
問

ペ
ー
ジ
数

7●
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
努
力
義
務
化
に
つ
い
て

●
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

３
番
議
席  

鎌
田
鷹
介 

議
員

ペ
ー
ジ
数

8●
み
ん
な
の
食
堂
に
つ
い
て

●
結
婚
支
援
事
業
に
つ
い
て

●
交
差
点
の
事
故
に
つ
い
て

６
番
議
席  

伊
藤　

守 

議
員

ペ
ー
ジ
数

6●
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
木
曽
岬
を
目
指
し
て

１
番
議
席  

後
藤
紀
子 

議
員

ペ
ー
ジ
数

9●
公
用
地
の
管
理
に
つ
い
て

●
事
業
の
検
証
に
つ
い
て

５
番
議
席  

加
藤
眞
人 

議
員

　
こ
の
記
事
は
、
通
告
順
に
掲
載
し
、
質
問
議
員
本
人
が
作
成

し
た
原
稿
を
議
会
広
報
常
任
委
員
会
が
編
集
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
掲
載
文
は
紙
面
の
都
合
で
要
約
（
約
五
〇
〇
文
字
）

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
質
問
の
議
事
録
は
木
曽
岬
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
順
次
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
議
案
と
は
関
係
な
く

町
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
長
等
の
考
え
方
や
意
見

を
求
め
る
も
の
で
す
。

Q&A
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パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
制
度
を
変

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
男
女
の
カ
ッ
プ
ル
は
居
住
す
る

市
町
村
で
婚
姻
届
を
気
軽
に
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
に
、
な
ぜ
男
女

で
は
な
い
カ
ッ
プ
ル
に
な
る
と
そ

ん
な
面
倒
な
状
況
に
な
る
の
で
し

ょ
う
。
異
質
な
も
の
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
状
況
で
は
多
様
性
を
認

め
て
い
る
と
は
到
底
思
え
ま
せ

ん
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
パ
ー

ト
ナ
ー
登
録
を
し
て
も
ら
う
の
が

目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
制
度
と

し
て
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住

民
の
考
え
方
に
も
変
化
が
表
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
す
。

　
住
民
の
中
に
い
る
か
も
し
れ
な

い
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
方
々
に
安
心

感
と
居
場
所
を
！

　
人
権
尊
重
と
多
様
性
を
認
め
合

う
社
会
の
実
現
を
目
指
す
観
点
か

ら
す
れ
ば
、
木
曽
岬
町
内
に
は
、

皆
さ
ん
御
存
じ
の
よ
う
に
２０
数
か

国
の
外
国
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
生

活
を
し
て
居
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ

う
い
っ
た
中
で
特
に
、
本
件
の
差

別
を
心
配
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も

な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
当

町
で
あ
る
だ
け
に
今
あ
え
て
こ
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
で
と
い

う
こ
と
よ
り
も
、木
曽
岬
町
で
は
、

人
権
尊
重
の
町
宣
言
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
す

べ
て
の
問
題
が
包
括
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
し
、
制
度
を
設
け
て
も
一
番

肝
心
の
部
分
に
ま
だ
壁
が
あ
る
わ

け
で
す
か
ら
、
そ
こ
を
皆
さ
ん
が

一
番
期
待
し
て
お
ら
れ
る
わ
け
で

す
。

ダイバーシティには程遠い

性に関する部分は法的な根拠がない（町長）

パートナーシップ宣誓制度の制定 後藤紀子議員1番議席

質問答弁

「
性
に
関
す
る

部
分
に
つ
い
て
は

法
的
な
根
拠

が
な
い
」っ
て

ど
う
い
う
こ
と
！？

マイノリティに
安心感と居場所を！
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

鎌田鷹介議員3番議席

　

国
は
２
０
２
３
年
度
か
ら
、
教

員
の
働
き
方
改
革
と
部
活
動
を
両

立
し
よ
う
と
、
ま
ず
公
立
中
学
校

の
休
日
の
部
活
動
を
地
域
に
段
階

的
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

　

部
活
動
を
、
学
校
単
位
か
ら
地

域
単
位
へ
移
行
す
る
取
り
組
み
が

必
要
で
す
が
、
本
町
で
は
ど
の
よ

う
な
形
態
を
想
定
し
て
い
る
の
か

お
聞
き
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
１２
月
に
教
育
委
員
会

と
中
学
校
長
と
の
連
名
で
、
当
時

の
小
学
校
４
・
５
・
６
年
生
の
児

童
を
対
象
に
、
中
学
校
で
入
部
し

た
い
部
活
動
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
受
け
て
、
令
和
４

年
５
月
に
は
新
入
生
の
入
部
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
、
部
活
動
数
の

適
正
化
に
つ
い
て
、
中
学
校
内
で

検
討
し
て
い
た
だ
き
、
令
和
５
年

度
以
降
に
存
続
さ
せ
る
運
動
部
活

動
を
、
野
球
（
男
女
）、
卓
球
（
男

子
）、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
女
子
）
と
し
た

と
の
報
告
を
学
校
長
か
ら
受
け
て

い
ま
す
。

　

休
日
に
実
施
す
る
運
動
部
活
動

の
受
け
皿
と
し
て
、
町
内
の
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
や
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
い
っ
た
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
団
体
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

　

活
動
場
所
を
は
じ
め
想
定
さ
れ

て
い
る
様
々
な
課
題
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
団

体
や
学
校
関
係
者
か
ら
な
る
「
部

活
動
地
域
移
行
準
備
委
員
会
」
に

て
協
議
を
進
め
、
国
が
示
す
「
改

革
推
進
期
間
」
で
あ
る
令
和
７
年

度
末
ま
で
に
体
制
整
備
を
行
い
、

休
日
の
部
活
動
を
地
域
へ
移
行
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

学校部活動⇒地域のスポーツ団体へ

休日の部活動を地域へ移行していきたい（教育長）

質問答弁

※

他
に
「
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
努

　

力
義
務
化
に
つ
い
て
」
も
質
問
し

　

て
い
ま
す
。

中学部活動の今後は？
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伊藤　守議員6番議席

事
故
が

起
き
て
か
ら

で
は
遅
い

事
故
が

起
き
て
か
ら

で
は
遅
い

答弁答弁
　

結
婚
支
援
事
業
が
今
年
２
月
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
結
果
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、
結
婚
支
援
事
業
を
引
き

続
き
す
る
の
か
。
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
計
画
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　

当
日
は
、
男
性
８
名
、
女
性
６

名
の
方
が
参
加
し
、
３
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
三
重
県
が
主
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
て
、
町
単
独

で
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　

Ｊ
Ａ
み
え
き
た
の
西
の
県
道
と

の
交
差
点
で
事
故
が
数
件
起
き
て

お
り
ま
す
。〝
止
ま
れ
〞
の
標
識

は
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
き
な

事
故
が
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の

で
は
。
も
っ
と
工
夫
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
町
民
の
方
か
ら
お
叱
り

の
意
見
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。
町

長
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

当
初
は
、
一
時
停
止
の
必
要
は

な
い
と
の
県
公
安
員
会
の
回
答
で

し
た
が
、
車
両
の
衝
突
事
故
が
発

生
し
た
こ
と
も
あ
り
、
桑
名
警
察

署
長
に
対
し
要
望
を
行
い
、
一
時

停
止
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
事
故

発
生
直
後
に
は
、
緊
急
対
策
と
し

て
注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置
し
、

更
に
交
通
安
全
対
策
と
し
て
新
た

な
看
板
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
一
時
停
止
設
置

後
に
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
通
行
時
の
注
意
喚

起
等
、
幅
広
く
情
報
を
発
信
し
周

知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
効
果
的
な
交
通
安
全

対
策
を
検
討
、
実
施
を
し
て
い
く

と
と
も
に
、
警
察
等
の
関
係
機
関

へ
の
働
き
か
け
を
さ
ら
に
続
け
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結婚支援事業交差点の事故

質問質問

今年もイベントを
開催します（町長）

警察などの関係機関への
働きかけをする（町長）

※

他
に「
み
ん
な
の
食
堂
に
つ
い
て
」

　

も
質
問
し
て
い
ま
す
。
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

加藤眞人議員5番議席

　
行
政
が
管
理
す
る
道
路
、
土
地

に
つ
い
て
、
公
道
で
あ
る
と
こ
ろ

に
設
置
物
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
一

部
に
は
、
払
い
下
げ
を
さ
れ
た
残

り
の
部
分
が
私
用
で
使
わ
れ
た
り

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
、

官
民
境
界
に
は
ピ
ン
、
境
界
杭
が

表
示
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

官
民
境
界
を
確
認
で
き
な
い
現
状

が
あ
る
の
は
何
故
か
？
行
政
の
対

応
は
。

　

土
地
の
境
界
を
決
め
る
に
は
地

権
者
の
立
会
い
が
必
要
で
、
現
地

の
状
況
の
ほ
か
、
過
去
の
地
籍
測

量
図
、
公
図
を
元
に
土
地
家
屋
調

査
士
が
作
成
し
た
測
量
図
に
よ
り

立
会
い
を
行
い
ま
す
。

　

境
界
を
示
す
杭
や
鋲
な
ど
は
、

土
地
利
用
形
態
の
変
更
な
ど
の
理

由
に
よ
り
移
動
し
た
り
、
な
く
な

っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
過

去
の
地
積
測
量
図
や
公
図
を
も
と

に
、
境
界
を
復
元
し
地
権
者
同
士

で
境
界
を
決
定
す
る
た
め
、
町
が

境
界
を
決
定
し
境
界
杭
や
鋲
を
復

元
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
が
行

わ
れ
て
い
る
が
利
用
者
が
少
な
い
。

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
会
社
に
連
絡
し

て
も
、
な
か
な
か
対
応
し
て
い
た

だ
け
な
い
の
が
現
状
で
、
町
と
業

者
と
の
話
し
合
い
は
？

　

今
年
度
は
４
・
５
月
だ
け
で
、

前
年
の
約
２
倍
の
利
用
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
会
社
と
の
話

し
合
い
は
、
事
業
に
つ
い
て
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
事
務
的
な
手
続
き
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
今
回
、
ト
イ
レ
改
修
に
お
い
て
、

男
女
共
用
ト
イ
レ
が
新
設
、
従
来

は
男
女
別
々
で
同
時
使
用
が
で
き

た
。
新
設
ト
イ
レ
の
間
に
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
が
付
け
ら
れ
な
い
の
か
？

　

ト
イ
レ
数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
と
な
っ
た

こ
と
と
、
照
明
セ
ン
サ
ー
式
と
な

り
、
利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

答弁

答弁

高齢者・障がい者に
やさしい町！ 官民の境界は！

質問質問

再質問

再答弁

地権者立ち合いで
境界決定（町長）

タクシー会社と
話をしています（町長）
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議 員ト ピ ツ ク ス

令和5年6月15日（木）　第2回定例会閉会後行政視察を行いました。

行 政 視 察

学校給食の試食 物価高騰の折、献立など工夫されておられる現状を知るため、小学校を訪れ学校
給食を試食させていただきました。

　審議の内容は、木曽岬町議会会議録（福祉・教育センター２階、議会図書室にて公表）でご覧いただけます。
　また、役場ホームページでも議事録を順次公開しております。

第２回臨時会及び第２回定例会議案等の審議結果です。
　●第２回臨時会審議結果　・・・　全議案全会一致で可決。
　●第２回定例会審議結果　・・・　全議案全会一致で可決。

各議案の賛否

議会をぜひ、傍聴にきてください。
　議会は、どなたでも傍聴することができます。皆様の生活に直結した
重要な問題が審議されます。お気軽にお越しください。
　本会議の当日、議場入口で傍聴の受付をしています。

なお、各日程等は変更する場合もございますので、
お手数ですがホームページまたは議会事務局まで
お問合わせいただきますようお願いいたします。

傍聴者 声の
臨時会及び定例会を傍聴して頂きありがとうございました。
第２回臨時会を傍聴された方は２名、定例会は６名でした。
毎回、臨時会や定例会では傍聴アンケートをお願いし、議会
運営の参考とさせていただいております。
今後ともご理解ご協力をお願いいたします。

みなさまのご意見を
募集しています。

　議会に対して、普段、感じていること、疑問に
思うこと。また、要望など、どのような内容でも結
構です。ご意見、ご質問をお寄せください。

提 出 先

議会広報常任委員会（議会事務局）

E-mail：gikai@town.kisosaki.mie.jp

TEL68-6108
FAX66-3111

●聞き取りにくい。
議会に期待すること
●定例会の中継について、予定はあるの？

●8月31日㈭　午前9時　 開会、議案上程
●9月　5日㈫　午前9時　 教育民生常任委員会
●9月　7日㈭　午前9時　 総務建設常任委員会
●9月12日㈫　午前9時　 一般質問
●9月14日㈭　午前9時　 議案採決、閉会

9月定例会、本会議の予定です。
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編
　 

後
記

集
　

５
月
に
臨
時
議
会
が
開
催
さ

れ
、
議
長
・
副
議
長
及
び
委
員

会
委
員
等
の
選
任
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

議
長
を
先
頭
に
、
真
に
住
民

の
代
表
と
し
て
、
資
質
の
向
上

を
図
り
、
議
員
と
し
て
そ
の
責

務
を
果
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
今
回
よ
り

一
新
さ
れ
、
カ
ラ
ー
化
に
よ
り

見
や
す
く
、
住
民
の
皆
様
に
親

し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
編
集
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

　

こ
こ
に
第
１
１
６
号
の
議
会

だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

紙
面
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想

な
ど
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
一
同

合計（交付確定額）

調査研究費

広報広聴費

資料購入費

後藤紀子項 目 議員名 古村　護 鎌田鷹介 加藤眞人 伊藤　守 伊藤好博三輪一雅

100,280

75,060

25,220

0

19,800

0

0

19,800

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5,000

0

5,000

0

－

－

－

－

－

－

－

－

服部芙二夫

政
務
活
動
費

令和4年度
木曽岬町議会政務活動費

１．政務活動費交付申請書の提出がない場合は、「－」で標記しています。
２．政務活動費の内訳（経費項目等）

項目

調査研究費
議員が行う町の事務及び地方行財
政に関する調査研究並びに調査委
託に要する経費

資料購入費 政務活動のための図書、資料の購
入等に要する経費

広報、広聴費

・町政報告及び政務活動報告などの広報誌発刊に係る経費
　（印刷製本費、発送代、新聞折込料）

・報告会のための会場借上料、研修会への参加費
　（旅費は、調査研究費に準ずる。）

・公共機関が利用できない場合のタクシー代
　（路線バスがないなどの明確な理由が必要）

・公共機関の交通費

・施設入館料（観光と思われるような施設利用は認められない。）
・セミナー受講料（行財政に関わるもの）

・図書全般（雑誌含む。）
・有料データベース利用料（明確な政治目的が必要）

・国内に限る

議員が行う活動又は町政について
住民に報告するために要する経費
及び議員の活動又は町政に対する
住民からの要望や意見の聴取、住
民相談等の活動に要する経費

内容 支出経費

議会日誌

25日●桑名・員弁広域連合監査
　　　（副議長）

１日●議員懇談会
10日●町村議会議長会（議長）
12日●例月出納検査（監査委員）
　　●商工会総会（議長）
　　●議会運営委員会
　　●議会全員協議会
16日●北勢５町総会（議長）
17日●第２回臨時会
　　●就任あいさつ（議長、副議長）

18日●就任あいさつ（議長、副議長）
23日～24日
　　●全国町村議長、副議長研修会
　　　（議長、副議長）　　　　
28日●木曽岬神社春季例祭
30日●青少年育成町民会議総会
　　　（議長）

１日●議会運営委員会
４日●町内一斉清掃
５日●桑名地域生活安全協会総会
　　　（議長）
６日●第２回定例会開会日

12日●例月出納検査（監査委員）
13日●第２回定例会一般質問日
15日●第２回定例会閉会日

３日●議員懇談会
６日●議会広報常任委員会
10日●例月出納検査（監査委員）
　　●水道決算審査（監査委員）
13日●議会広報常任委員会
　　●木曽三川期成同盟会通常総会
　　　（議長）

2023 月4

2023 月5

2023 月6

2023 月7

詳しくは
役場ホームページを
ご覧ください
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L. 116
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さ
き

の 必要な時に、必要な場所へ
迅速・正確に運ぶために

岩崎産業はこれからも ～One heart, One mind～ という
スローガンの下、「心を一つに」

物流を通じて社会に貢献していきます。

吉崎運輸株式会社
YOSHIZAKI TRANSPORT

新たな未来をプランニング。不動産のパートナー

清 雅 屋岩崎産業　株式会社


